
平成 25 年度戸塚区社会協議会 事業方針 
地域福祉保健計画『第２期とつかハートプラン』が始まり３年目の年となります。 

 戸塚区社協は、地域のみなさん、地区社協、地域ケアプラザ、区役所、福祉保健活

動団体・福祉施設、関係団体の方々と、「誰もが住みなれた地域で安心して心豊かに暮

らすことのできる地域社会の実現」を目指して、今年度も共に手を携え歩んでいきま

す。 

戸塚区社協は「誰もが安心して自分らしく暮らせる戸塚をつくるため」に次の３項

目を『第２期とつかハートプラン』推進期間の５年間の指針とし、２５年度は、現事

業の一層の充実を図ると共に、地域ケアプラザ等との連携を強化し、小地域福祉活動

の支援を進めます。

 

１ 地域情報を集約し発信します。 

地域での活動や事業への訪問、各種連絡会議等を通じて地域情報を集め、広報紙やイ

ンターネットなどを活用して、地区社協情報をはじめとした情報を発信していきます。 

【重点取組み】 

ホームページの充実 － 全面改訂したホームページへの情報掲載を充実します。 

 

２ 社協のネットワークを活かして、人と人をつなぎます。 

区社協は区内で活動する福祉施設や団体、住民組織をはじめとするさまざまな福祉保

健に関わる会員によって構成された組織です。社協の持つ幅広いネットワークを活か

し、人と人をつなぐ中核的な役割を担います。 

【重点取組み】 

分科会の充実－会員が主体となって活動する分科会の運営を推進します。 

 

３ ボランティアセンター機能の充実を図ります。 

各種活動者の育成・支援、ボランティアに関する情報収集・提供、ボランティアのコ

ーディネート等の実施について、区社協が中心となり、地域ケアプラザや区民活動セ

ンター等関係機関と連携し取り組みます。 

【重点取組み】 

各種活動者の育成･支援体制の強化（ボランティア講座の充実） 

① 区民活動センターと共に新たな活動者を発掘する講座を引き続き開催します。 

② 障がい児者支援人材育成講座を引き続き開催します。 
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※とつかハートプラン基本目標該当番号 

 (財源)２５年度予算額【単位：千円】 

1. 小地域福祉活動の推進・支援事業 

①地区社協、小地域福祉活動の育成・支援②計画の策定・推進による地域支援

③小地域ネットワークの推進 

地域支援に関わる各業務を通じて、地域福祉保健計画「とつかハートプラン」に

基づき、住民と共に小地域福祉活動支援に取り組んでいきます。従来からの地区社

協活動支援に加え、25 年度は地域ケアプラザとの連携を深め、住民により身近な地

域での課題把握、解決の仕組みづくりに取り組んでいきます。 

 

① 地区社協活動費助成 目標 1・2 

   【市社協補助金、共同募金、会費、善意銀行 7,028 千円】 

 

② 地区社協分科会の開催 目標 1・2 

  【市社協補助金、会費 65 千円】 

 

③ 地区社協研修会の開催 目標 1・2 

地区福祉活動に必要な知識･スキル(技術)等を学ぶことのできる機会を提供し

ます。 

 【市社協補助金、会費 72 千円】 
 

④ 社会を明るくする運動の啓発 目標 3 

犯罪のない明るい地域社会を目指す｢社会を明るくする運動｣を地区社協と保護

司会・更生保護女性会と推進します。 
 【会費 440 千円】 

 

⑤ 地域ネットワーク訪問事業の推進 目標 1・2・3 

ひとり暮らしの高齢者等が安心して暮らすことができるよう、地域で見守り等

をおこなう定期訪問事業に対して代表者会議の開催や活動資金の助成を通じて

支援します。（区委託事業） 

 【区づくり推進費 635 千円】 

 

⑥ 地域ケアプラザとの連携強化 目標 1・3 

地域交流コーディネーター連絡会の開催に加え、地域包括支援センター各職種

別連絡会等にも参加し、地域の生活課題の共有と解決に向けた対応等について

検討します。 

 【会費 155 千円】 
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2. ボランティア活動の推進・支援事業 

①活動支援②情報収集・提供③ボランティアコーディネート④ボランティアセンタ

ー運営事業 

とつか区民活動センター、地域ケアプラザ等の関係機関、障がい者団体等との連

携も一層推進し、お互いの強みを発揮しながら、小地域の福祉力を高めるため、地

域の課題をボランティアと共に解決していけるようなボランティア育成を図ります。 

 

① ボランティア講座の開催 目標 1・2・3・4 

(ア) ボランティアマネジメント研修 

ボランティア受け入れ側の施設や団体等を対象として実施 

(イ) ファシリテーション研修 

ボランティア団体等の運営を効率的に行えるスキルを学びます。 

(ウ) ボランティアきっかけ講座 

これから活動を始めようとする人を対象に実施。とつか区民活動センタ

ーと共催。より身近な場所で参加できるよう、地域ケアプラザでも実施し

ていきます。 

(エ) 障がい児支援ボランティア講座 

障がい児の余暇活動を支援するボランティアを育成します。区役所、東

戸塚地域活動ホームと共催 

(オ) 精神保健福祉講座（こころのボランティア講座） 

精神障がい者のサロン活動などを支援するボランティアを育成します。区

役所、生活支援センターと共催 

(カ) リスクマネジメント講座、衛生研修 

活動上の安全、安心を守るための講座・研修を開催します。 

 【福祉保健活動拠点指定管理料 14,153 千円、共同募金 266 千円】 

 

② 住民参加型在宅福祉サービスグループ連絡会の開催 目標 2 

区内で活動している在宅福祉サービスグループ間の情報を共有し、共通の課題

解決に向けた連携を図ります。 【会費 50 千円】 

 

③ ボランティア情報紙の発行 目標 1・2 

ボランティア活動に関するさまざまな情報周知を図るために定期的に情報紙

を発行します。年 7 回（社協とつか 3 回、ボランティア情報紙 4 回） 

【福祉保健活動拠点指定管理料 475 千円】 
 

④ ボランティア相談事業の実施 目標 1・2・4 

ボランティアを必要とする方とボランティア活動をすることを希望する方との

コーディネート(連絡調整等)を行います。 

【受託金・指定管理料 2,116 千円】
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⑤ ボランティア保険関係 目標１ 

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」「送迎サービス補償」「福

祉総合サービス補償」等の受付事務を行います。 

 

⑥ ボランティアセンター運営委員会の開催 目標１ 

ボランティアセンターの運営・各種事業の開催等について検討する委員会を開

催します。 

【市社協補助金・会費 53 千円】 

 

⑦ 各種機関（とつか区民活動センター等）との連携の推進 目標２ 

各施設とボランティアをつなぐための支援を行います。各施設や機関と連携を

図りながら、ボランティア活動のすそ野を広げる企画を検討します。なお、と

つか区民活動センターとは、月 1 回連絡会を開催し、情報の共有を行いながら

協働した事業展開を図ります。 

【共同募金 110 千円】 
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3. 福祉教育の推進事業 

住民主体の福祉のまちづくりを推進していくために、福祉への理解を深めるため

に、施設体験だけでなく、ボランティア団体や障がい児者団体とも連携し、小中高

生の年齢に応じた体験の機会を作っていきます。 

また、地域課題の解決に向けた「学ぶ」場をつくりだしていくために、福祉のす

そ野を広げていくことを検討する分科会を新たに設置します。  

 

① 学校との連携推進 目標１ 

区内のボランティア団体・福祉施設と連携し、学校での福祉教育の授業の支援

をおこないます。 

福祉施設や活動団体等と連携を図りながら、福祉情報を収集し、福祉教育に関

するプログラムを検討、作成します。 

 【市社協補助金・会費 25 千円】 
 

② 福祉体験プログラムの実施 目標１ 

地域に根差した福祉教育を目的として、地域のボランティア団体・福祉施設と

連携し、福祉の現場を体験する場を設けます。 

○小学生・・体験講座 

○中学生・高校生・・福祉施設、活動団体等の体験学習 

○大学生を地域活動につなげるプログラムについて、とつか区民活動センター

と共に検討します。 

【市社協補助金、会費 281 千円】 

 

③ 企業の地域貢献活動の把握 目標１ 

区内の企業にアンケートやヒアリング等を行い地域貢献活動の事例をまとめ、

これからの活動のヒントや、地域活動のネットワークが広がるような情報収

集・発信に取り組みます。 

 

④ 福祉機材の貸出 目標１ 

【市社協補助金、会費 157 千円】 
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4. 助成金事業 

 活動費の助成を通して各団体の活動状況を把握すると共に、活動に関する相談等

にも対応し、より充実した活動となるよう団体・グループ活動のサポートを行いま

す。  

また、課題解決型の活動を支援するための新しい助成金の仕組みを立上げ、新た

な活動の発掘・育成にも取組みます。 

 

① 戸塚区社協ふれあい助成金 目標１ 

地域で活動する福祉・ボランティア関係団体、障がい児者団体の活動に対して

助成を行います。 

 【市社協補助金・共同募金・善意銀行 11,437 千円】 

 

② 地域福祉団体助成金 目標１ 

区内で活動する地域福祉団体（民児協・保護司会・遺族会）への助成を行いま

す。 

【共同募金・会費 590 千円】 

 

③ 区社協助成金等交付審査会の開催 目標１ 

｢戸塚区社協ふれあい助成金配分事業｣における交付団体の決定、「障害者地域作

業所等設置支援資金貸付事業」における貸付先の決定、善意銀行への寄託金品

の配分先などを審査します。 

【会費 65 千円】 

 

87



5. 福祉ニーズをもつ市民に対する支援事業 

①子育て支援②障がい児・者支援事業③高齢者支援④送迎サービス事業⑤移動情報

センター事業 

 関係機関・団体と連携しながら身近な地域における住民の生活課題を把握し、エ

ンパワメントの視点も大切にしながら、その解決に向け取り組んでいきます。 

直接的なサービス提供をはじめ、区社協の既存ネットワークを生かした環境整備や

仕組みづくりも進めていきます。 

 

① 横浜子育てサポートシステム事業 目標 1 

地域ぐるみの子育て支援を目指した「子育てサポートシステム事業（会員募集・

会員交流会・研修会・地区リーダー交流会など）」を実施します。 

平成 25 年 10 月から、戸塚区地域子育て支援拠点「とっとの芽」へ業務を移管

します。 

【市社協受託金 928 千円】 

② 障がい児者支援事業 目標 1・2・3 

地域ケアプラザ等で実施されている障がい児の余暇活動を支援するボランティ

ア育成を、区役所、東戸塚地域活動ホームひかり等と共催で取り組みます。 

障がい理解の推進を図るため、障がい福祉分科会を中心に様々な場面を活用し

た取組みを行います。 

【共同募金 688 千円】 

 

③ 移動情報センター運営事業 目標 1・2 

移動に困難さを抱える障がい児者等からの相談に応じて、相談支援機関との調

整・連携をはかりながら、各サービス事業者やボランティア等の情報提供や紹

介をおこないます。また、障がい者に対する支援者を増やすためにガイドボラ

ンティアの育成のための研修を開催します。（25 年 1 月開設） 

【市委託金 7,739 千円】 

 

④ 障害者地域作業所等設置支援資金の貸付 目標 1 

区内に新設する主に運営委員会型「地域作業所」「グループホーム」に対して、

横浜市及び横浜市社会福祉協議会からの設立資金交付までの間に必要な資金の

貸付を実施します。 

＊申請が審査会で受理された際に福祉基金より貸付資金を繰り入れ実施します。 

 

⑤ 外出支援サービス事業 

日常生活において、通常の交通機関（電車・バス・タクシー等）を単独で利用

することが困難な要援護高齢者や難病患者の医療機関、福祉施設・団体でのサ

ービス利用等のために、運転ボランティアによる福祉専用車両での送迎を福祉

有償移動サービス事業者として実施します。今年度より、平成 16 年度より据

え置いていた利用者負担額について、燃料代高騰等のため値上げします。 

 【市委託金・利用料・会費 4,111 千円】 
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⑥ 移送サービス事業  

日常生活において、通常の交通機関（電車・バス・タクシー等）を単独で利用

することが困難な横浜市外出支援サービス事業の対象とならない要援護高齢者

や障がい児者の医療機関、福祉施設・団体でのサービス利用等のために、運転

ボランティアによる福祉専用車両での送迎を福祉有償移動サービス事業者とし

て実施します。今年度より、平成 16 年度より据え置いていた利用者負担額に

ついて、燃料代高騰等のため値上げします。 

 【利用料、会費 642 千円】 

 

6. 災害時支援 

①災害ボランティ②防災のまちづくり 

 地震や水害などの大災害が発生し、各区に災害対策本部が設置されると、状況に

応じ「区ボランティア活動拠点」（災害ボランティアセンター）が設置され、区社協

が運営にあたることになります。  

大災害発生時を想定し、とつか災害救援活動ネットワーク（ボランティア）、区役所

と連携を図りながら、平常時より準備の体制を整えます。 

 

① 災害時ボランティアセンター設置に向けた取組み 目標３ 

災害ボランティアセンターの機能について関係者間での共通理解がもてるよう、

区役所等関係機関との連携を強化します。また、災害ボランティアセンターの

運営に携わるスタッフ養成講座の実施や、ボランティアセンター設置訓練を実

施します。 【市社協補助金、会費 90 千円】 

 

② とつか災害救援活動ネットワークの活動支援 目標３ 

大規模な地震など災害が発生したときに、地域の人たちが協力しあい、地域の

課題や特色を踏まえた救援活動が展開できる関係づくりを日常から進めるため

の組織である「とつか災害救援活動ネットワーク」の活動を支援します。 

 

③ 小災害見舞金 目標３ 

火事、水害等の小災害が発生時に、被災者または遺族に見舞金または弔慰金を

支給します。 

【共同募金 120 千円】
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7. 相談機能（権利擁護事業・生活福祉資金貸付事業・一般相談） 

 区社協の各事業を通じて把握した、地域の課題として捕らえ、解決するための仕

組みを検討していきます。 

 

① 総合相談機能 

多様化する福祉ニーズを的確に把握し、必要に応じた情報提供や支援をおこな

います。 

 

② あんしんセンター運営事業 

自分で金銭や大切な書類を管理することに不安のある高齢の方や障がいのある

方の財産や権利を守り、安心して日常生活が送れるように支援します。 

 【市社協受託金、利用料 679 千円】 

 

③ 生活福祉資金貸付事業 

低所得者・高齢者・障がい者・失業者の世帯の方々の生活向上のため、民生委

員の協力のもとに無利子や低利子の資金貸付を行うための事務を行います。 

 【県社協受託金 3,837 千円】 

 

④ 行旅人等援護事業 目標１ 

困窮の状態にある行旅人に対して、法外援護費援助事業を実施します。 

 【共同募金 80 千円】 

 

8. 広報・啓発事業 

①地域行事等での広報啓発 ②広報紙等情報提供 

 

① 区社協広報紙の発行 目標２＜重点＞ 

「社協とつか」発行（年３回発行 全戸配布） 

区内の地域福祉活動に関する情報を、地域の協力をもとに区社協の広報紙とし

て発行します。 

(共同募金)【2,414 千円】 

 

② 区社協ホームページの運営 目標２＜重点＞ 

区社協事業及び福祉保健活動情報の提供、また地区社協活動のＰＲを目的に、

ホームページを運営します。 

【共同募金、会費、福祉保健活動拠点指定管理料 411 千円】

90



 

9. 調査・研究事業、地域福祉活動計画推進 

①地域福祉活動計画 

 

① 地域福祉活動計画の推進 目標１ 

第２期とつかハートプランを、区役所、地域ケアプラザ等とともに推進すると

ともに、地区社会福祉協議会計画および団体計画の推進を支援していきます。 

地区社協訪問等を通じて地区社協や団体の計画の進捗状況の確認や支援をして

いきます。 

また、計画推進 3 年目のふりかえりとして、区役所と共同で「とつかハートプ

ラン発表会」（仮）の開催、活動事例集（仮）の発行をします 

 【市社協補助金、会費 769 千円】 

 

10. 法人運営 

①会員、部会・分科会②理事会・評議員会③法人運営④財政運営⑤事務局運営 

 

① 法人運営（会員・会費事務、庶務・経理・労務事務） 

適正な法人事務を行います。区内の会員未加入施設・団体に対して会員加入促

進に向けた積極的な取り組みを図ります。 

【会費、市社協補助金、雑収入、利息配当金 9,415 千円】 

 

② 理事会・評議員会の開催 

区社協の事業・運営について協議し、決定します。 

【会費 415 千円】 

 

③ 部会･分科会運営 

会員による部会・分科会を開催します。特に分科会活動の活性化を図ります。 

「福祉のすそ野を広げる」ことをテーマとした新たな分科会を立ち上げます。 

【会費 358 千円】 

 

④ 区社協経営委員会の開催 

戸塚区社会福祉協議会の経営に関する事項について検討します。 

【会費 100 千円】 
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11. 団体事務 

 神奈川県共同募金会戸塚区支会、日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部戸塚

区地区委員会、戸塚区遺族会の事務局を担います。また戸塚保護司会、戸塚区更生

保護女性会の活動を支援します。 

 

12. 福祉保健活動拠点 

① 福祉保健活動拠点運営管理  

戸塚区福祉保健活動拠点の適正な運営をします。また、指定管理契約に決めら

れている「第三者評価」を受審します。 

 【区受託金、会費、負担金収入 14,153 千円】 
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1 戸塚保護司会 10
社会福祉法人横浜市福祉サービス協会

戸塚介護事務所
19

特定非営利活動法人

くみんネットワークとつか

2 老人クラブ連合会 11 横浜市戸塚区医師会 20
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ

みんなの家

3 更生保護女性会 12 区交通安全母の会連合会（１７会） 21
特定非営利活動法人

こどもの広場　もみの木

4 遺族会 13 特定非営利活動法人　窓の会 22 ふらっとステーション 虹

5 横浜市母子寡婦福祉会戸塚支部 14 特定非営利活動法人　自立・支援アリス 23
社会福祉法人ほどがや

ゆめっことつか

6 青少年指導員協議会 15 特定非営利活動法人　Ｇｒｅｅｎ　Ｗｉｎｄ 24 特定非営利活動法人　市民の会　萌

7 戸塚区スポーツ推進委員連絡協議会 16
一般社団法人

ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ連盟神奈川県第92団
25

特定非営利活動法人ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ

たすけあい戸塚

8 戸塚区子ども会連絡協議会 17
移動サービスワーカーズコレクティブ

らら・むーぶ戸塚 26
特定非営利活動法人

子育てネットワークゆめ

9 戸塚区保健活動推進員会 18
横浜市ファミリーグループホーム

べテル好士

1 戸塚区福祉保健センター長 4
戸塚区福祉保健センター
高齢・障害支援課長

7
戸塚区福祉保健センター
福祉保健課運営企画係長

2 戸塚区福祉保健センター担当部長 5
戸塚区福祉保健センター
こども家庭支援課長

8 戸塚区総務部地域振興課長

3
戸塚区福祉保健センター
福祉保健課長

6
戸塚区福祉保健センター
保険年金課長

1
菊池　英弥
（横浜市戸塚区医師会）

2
石原　加代子
（戸塚中学校長会）

3
豊田　宗裕
（星槎大学共生科学部准教授）

第７種会員・福祉団体部会(26)

第８種会員・行政(8)

第９種会員・学識経験者(3)
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（平成25年5月23日現在） (敬称略）

1 岩本　知子 15 香山 一江 29 戸塚産業株式会社

2 大山　勲夫 16 交通安全母の会連合会 30 鳥居　恵美子

3 安藤 はな子 17 小松崎 みつ江 31 永田 政信

4 池上　利三郎 18 齋藤 徳子 32 仁天堂薬局

5 茨田　孝幸 19 坂井　学 33 野口 稔

6 入内嶋 勇 20 三枝木 英子 34 樋泉 舟水

7 石井 喜久栄 21 三枝木 林治 35 藤田 俊一

8 梅井 秀夫 22 佐々木 美恵子 36 藤本 和子

9 株式会社石半 23 佐々木　宗雄 37 横浜農業協同組合

10 株式会社シロタ 24 杉山 順三郎 38 村山　幸一

11 株式会社長野工務店 25 芹ヶ丘ボランティア青空 39 六国建設株式会社

12 株式会社ハマ住センター 26 大洋建設株式会社 40 吉田　さわ子

13 川上地区社会福祉協議会 27 高橋 志津江 (五十音順）

14 ぐるーぷ・ちえのわ 28 佃 初美

賛助会員名簿
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平成２４年度 事業報告並びに収支決算書 

平成２５年度 事業計画並びに収支予算書 

 

平成２５年８月発行 

 

社会福祉法人 横浜市戸塚区社会福祉協議会 

〒244-0003 横浜市戸塚区戸塚町１６７－２５ 

戸塚区福祉保健活動拠点フレンズ戸塚 

電話 045（866）8434 

FAX 045（862）5890 
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